








































































展と社会改革運動に結びつけ 論じた。メッツによれば、統計調査の普及は、産業革命を背景 して可能 なった。産業化の進行は都市化、人口の稠密化をもたらし、少ない人口移動に基礎を置く農村共同体とは異なる新 いタイプの社会を出現させた。統計は、大量現象によって特徴づけら る社会の内実を的確に記述するこ を可能にする新た
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ある。ハッキングによれば、その関連とは制御・管理・統制といった広い意味での「コ トロール」だ。 なわち、非決定論が強ま ほど、言い換えれば大量データに裏打ちされた蓋然的法則が優勢になればなるほど、人間や社会の制御可能性が高まり、その度合 も強まる いうのだ。というのも、因果性によ 実現されている秩序においては、現象間の連関は いもの それゆえに成立範囲が狭い（ある現象に対してそれを生起させる原因を同定できなければ、そこに関係は認められない
（。一方、蓋然性による秩序においては、現象間の連関は弱いもののそれゆえに成
立範囲は広くなる（現象を個別に検討した場合、そこに因果関係が見出せず混沌と 見えて 、 てある規則性に回収できればそこには関係が認められる
（。つまり、 「決定論の衰退」 （事象の認識における因果性から蓋然












































。 「統計学は云々の点で社会学とは異なる」 、 「社会学は
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